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Meso-scale meteorological model such as PSU-NCAR mm5, wrf, etc. is very useful to understand the actual atmospheric 
phenomena. In this paper, polar mm5 applies to katabatic winds near Syowa Station, Antarctica. Summer and winter katabatic 
wind cases were selected by Morita’s definition (1968). The summer katabatic wind shows a clear diurnal variation and 




 PSU-NCAR mm5 や wrf 等のメソスケール気象モデルは、当初、中・低緯度帯の気象現象に適応するように開発さ
れたモデルであるが、最近では海氷や雪面などが扱えるよう極域や高緯度現象にも適用できるよう改良が加えられ





次の 5 つの条件を満たすときに発生したと定義される。 
(a) 風速が 1 時間当たり 50%以上の割合で増大。 
(b) 最大風速が 6m/s 以上。 
(c) 気温低下を伴って風速が増大（但し、風速 15m/s 以上では気温降下がなくてもよい）。 
(d) 2 時間以上にわたって風速が増大。 
(e) 気圧の変化から総観スケールの擾乱に支配されていない（地上気圧が極小値を示す変動がない）。 
この定義に従い総観観測データや高層データも加味し、夏季の事例として 2001 年 1 月 22 日、冬季の事例として 2000
年 5 月 8 日のカタバ風の再現実験を行った（遊馬と小松, 2010）。計算は鉛直 23 層で行い、水平格子間隔 9km の領
域を水平格子間隔 27km の領域にネストさせ、2 つの領域間の相互作用を考える 2-way nest として計算を行った。計
算の初期値や境界値データは 6 時間毎の NCEP FINAL 客観解析データを用い、計算の開始は典型事例の始まる前日
の 00UTC から計算を開始させた。 
 
3. 夏季 2001 年 1 月 22 日の例 




出された時刻である。水平格子間隔 9km の domain 2 の計算結果から、昭和基地近くの南極氷床沿岸域には強い東
風が 22 日 00UTC に出現している。しかしなから、06UTC にはこの東風が弱くなり、12UTC にはリュッツホルム湾










4. 冬季 2000 年 5 月 8 日の例 
2000 年 5 月 8 日は 02UTC と 11UTC にカタバ風出現として抽出されている。まず、domain1 の再現性を調べた。
polar mm5による計算結果の方が客観解析データよりも若干昭和基地北西の低気圧中心気圧を低く計算しているが、
両者とも気圧配置や風のパターンにもあまり違いはなかった。昭和基地は低気圧前面の暖域に位置していて、北か
らの暖気進入域にあたっていた。Domain2 の計算結果から海面気圧パターンや風向・風速は共に 1 日を通じてあま
り変動していない。昭和基地周辺の南極氷床沿岸域は、１日中東風強風である。南極氷床上も氷床沿岸に沿った海
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Figure 1. Meridional cross section of potential temperature, zonal 
wind (u), meridional wind (v) and vertical wind (w) at 00UTC (top 
left panel), 06UTC (top right panel), 12UTC (bottom left panel) 
and 18UTC (bottom right panel) on 22 January 2001 (summer 
case). Center position in the horizontal line is near the location of 
Syowa Station. 
Figure 2. Same as Figure 1, but for 8 May 2000 (winter case). 
 
